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私たちの「３つの改革の柱」３つの改革の柱

私たち雪印乳業は、お客さまモニターのみなさまと数多くの「お話し合い」をさせていただく機会に恵まれました。みなさま
からのご意見、ご要望、お叱り、疑問のお声、これらすべてを私たち雪印乳業は「しっかり受け止めて」「改革をしていこう」
と決意しています。私たちは「３つの改革の柱」を決めました。みなさまから頂戴したお声に応えられる企業に生まれ変わ
るための雪印乳業の「改革の方向性と決意」です。

「安全・安心に向き合う」雪印に変革する　改革の柱　１

「お客さまに向き合う」雪印に変革する　改革の柱　２

「食の責任を認識する」雪印に変革する　改革の柱　３

従業員全員が「安全の仕組み」を一丸となって構築し、運営している会社。その情報を
積極的にお客さまにお伝えし、お客さまに安心と信頼をお届けする体制になっている
会社。それらの仕組みを進化させ続ける会社。

絶えず「お客さまとは」を問いかけて、お客さまと私たち雪印乳業との様々な生活・社会
的価値観の「ズレ」のない努力を継続していく会社。そして変革し続ける会社。

全従業員が「食を預かる責任を認識」し、社会に貢献していく会社。
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「安全・安心に向き合う」雪印に変革する　改革の柱　１

【ＳＱＳ】
の構築と進化

【ＳＱＳ】を動かす
従業員づくり

全従業員が
【衛生知識】を習得す
るﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑの構築

万が一の被害を
なくす

【危機管理システム】
の体制構築

「安全・安心に向き合う」雪印に生まれ変わる為の４つの解決テーマ

●SQS機能と運営を ﾁｪｯｸ
する「内部監査員」の育成

と制度化など３項目

　　●製造・作業標準の意味理解
　　マニュアルの再整備と研修
　　など２項目

　●衛生教育トレーニング
システムの体系化
(階層別ｶﾘｷｭﾗﾑと研修)
　など２項目

●ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ導入
など４項目

・世界標準の品質マネｼﾞ
メントシステムである
“HACCP”と“ISO9000”
の考え方を雪印モデル
に発展させたのが
「ＳＱＳ」です。
(Snow Quality Systemの略)

・各工場でのｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの
違い（設備や製造品目に
よる）を越えた、統一した
品質マネジメントを運営
していきます。

・SQSを動かす従業員とは、
その仕事の「意味」を理解
して、確実に実行していけ
る「雪印社員」です。

・さらに全工場でのさまざ
まな実行事例を共有し、
そこから次の改善、改革
につなげることのできる
「考える」従業員運動も
展開します。

・TOPからパート社員、関係
　パートナーも含めた全ての
　人を対象に、衛生知識の充
　実はかります。

特に社員には担当職務、職
　責にふさ わしい衛生知識を
　明確化し、その習得度合い
　を評価や昇進などの人事評
　価に取り入れます。

・万一事故が発生しても、
お客さまにご迷惑をかけ
　ない為の危機管理体制を
　徹底していきます。

・マニュアルの充実のみなら
ず、それを超えた危機に対
応できる体制と人づくりもお
こなっていきます。
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従業員全員が「安全の仕組み」を一丸となって構築し、運営している会社。その情報を
積極的にお客さまにお伝えし、お客さまに安心と信頼をお届けする体制になっている
会社。それらの仕組みを進化させ続ける会社。

具体的行動内容例



「お客さまに向き合う」雪印に変革する　改革の柱　2

生活者視点を絶えず取り入れる
企業システムの構築

生活者の声を聞き、変革し続ける
従業員づくり

「お客さまに向き合う」雪印に生まれ変わる為の2つの解決テーマ

●ＣＳ視点(顧客満足度)の人事評価への導入
など３項目

・トップから一般従業員まで、お客さま(生活者)の
生の声を継続して伺う体制を充実します。

・お客さま(生活者)と直に触れ合う機会を会社を
あげて、創出してまいります。

・お客さま(生活者)の声をしっかり聞き、理解できる
ための研修を全従業員対象に行ってまいります。

・お客さまからの評価によるCS視点評価を人事制度
に導入して、「お客さま視点」の行動を優先する会社

　にします。

・生活者視点の推進の上でも、女性社員を積極的に
　重んじる会社に変革していきます。

●「お客さまモニター制度」のさらなる展開
など４項目
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絶えず「お客さまとは」を問いかけて、お客さまと私たち雪印乳業との様々な生活・社会
的価値観の「ズレ」のない努力を継続していく会社。そして変革し続ける会社。

具体的行動内容例



「食の責任を認識する」雪印に変革する　改革の柱　3

「食を預かる責任」を、心から認識し、
それを行動にうつす社員づくり

「食の安全」をリードし、
社会に貢献できる活動の充実

「食の責任を認識する」雪印に生まれ変わる為の2つの解決テーマ

●酪農体験研修制度
など３項目

●雪印独自の商品表示
など３項目

・　酪農生産現場体験や生産者との対話会を定期的、
　　積極的に開催し、全従業員が「食を預かる責任」　
　　を持ち続ける体制に整えます。

・「食を預かる責任」を「行動」にうつす風土確立のた
　めの運動を徹底的におこなっていきます。

・コンプライアンスルールをつくり、開示し、生産、表　
　示、販売に関わるモラルの向上をおこないます。

・雪印独自のわかりやすい表示基準をつくり、情報開示し
ていきます。

・廃棄乳問題を環境問題として捉え、有効利用方法を
検討していきます。

・食中毒、毒素研究成果を論文、出版を通じ、広く社会に
貢献いたします。

全従業員が「食を預かる責任を認識」し、社会に貢献していく会社。
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具体的行動内容例


